
あたたかさに触れて

信州大学人文学部3年 高橋陽子(日 本文学専攻)

 そもそも私の韓国への興味は、ハングル文字に惹かれたことに端を発す。「この

記号のような文字を読み書きできるようになりたい」、これだけであった。以来ハ

ングルを学び始めたのだが、語学という枠にとどまらず実際に韓国に行ってみた

いという強い願望が芽生えるまで時間はかからなかった。そしてついに今年、そ

んな私に願ってもない好機が訪れた。それが、今回参加 させていただいた 「第4

回韓国言語文化研修」である。

9月13日 ～23日 の10日 間は、言葉にできないくらい、本当に貴重な時間であ

った。

 その10日 間をふ り返ってまず思い出されるのは、カ トリック大学校でお世話

になったすべての先生方 ・学生さんのいきいきとした姿と笑顔である。人付き合

いがあまり得意でない私は、出発前に先生がお話してくださった 「心を開いて礼

をつくす」とい う目標に沿 うことができるのかと不安は大きかった。 しか し、そ

の不安 も2日 目には解消されていた。カ トリック大学校のスタッフの皆 さんは、

それだけあたたか く迎え入れてくださったのだ。

 また、言葉の面でもずいぶんと甘えてしまった。キャンパス内で、街で私が目

にした物を指さして、ハングルの単語を口にした り簡単な挨拶をしたりすると、

韓国の学生さんが嬉 しそうに 「そうそ う」と笑ってくれる場面は多々あったが、

日本語に長けた勤勉で親切な学生さんばか りであったため、「少 しでも多くの韓国

語を話す」という個人的な目標の達成感は、ほとんど得 られなかった。 しかし壁

になるはずの言葉の違いを逆手にとるように、たとえ単語であっても言葉を通 し

て韓国の学生さんと自分との間に笑顔が生まれたことは、韓国に滞在中で一番嬉

しく、感動 したことであったように思 う。この喜びは、日本のサブカルチャーへ

の興味をきっかけに、 日本語を学ぶに至ったとい う学生さんと話をしたときにも

感 じられた。 うっむきながら遠慮がちに日本語で、時には英語で一生懸命話をし

てくれていたその学生さんを前に、私は偶然持っていた鞄に、海で拾った日本の

某人気アニメキャラクターのマスコットが入ったままである事を思い出 した。そ

れを差し出したことで雰囲気は一変 した。私はわずかながら自分が知る限りのア

ニメの話をした。彼女の笑顔に会 うことができた。 この経験は私に、いつどこで

何がどのようなきっかけをくれるかわからないもので、日頃か ら様々な事象に目

を向けるということの意義を再認識 させてくれた出来事だった。ここでは日本の

アニメや芸能人に興味を持つ韓国の若者が多いこともわかった。

                 133



 それから日韓の学生によるグループディスカッションもたいへん考えさせられ

ることが多く、非常に有意義であった。今回の研修には日本全国各地の8大 学の

参加があり、国籍 も大学も関係なくグループを編成 してのディスカッションであ

った。題は、〈将来の夢〉やく余暇の過ごし方〉といった 日常的なものから〈

2003年 ワール ドカップ日韓共同開催を終えて〉など歴史や世論が絡んでくるも

のなどバラエティーに富んでいた。そこには、国や大学の違いをゆうに超えた、

ただ純粋に 「大学生」 として向き合っている我々がいた。韓国の大学生も日本の

大学生も、将来への期待 と不安、自由な時間にすることは(当 然個人差はあれ ど)

根本部分では酷似 していることがわかった。ここまで差が見られない とは意外で

あった。そして知 り合って間もないにも関わらず、自分の夢や 日本への思いを真

剣に話してくれたことが本当に嬉 しかった。

 この他、ホームステイは現代の韓国の文化にふれる最良の機会であった。食卓

では韓国の食文化を教 えていただいた り、伝統衣裳を着せていただいた り、ショ

ッピングに出かけた りした。1泊 と短い時間であったため終始客人 として接 して

いただいたが、家事など色々なお手伝いをさせていただきたかった。そうするこ

とで少しでも感謝の気持ちを表 したかったと、今でも心残 りだ。帰国後もお手製

のキムチを送っていいただき、現在お礼の手紙を書くのに悪戦苦闘中である。

 このように10日 間行く先々で人のあたたかさに触れ、前にもまして人が好き

になったように思 う。短絡的すぎるかもしれないが、韓国の学生さんとの共同生

活を経た今、「アジア人」とい う、私にとってはまだ新 しい概念を肯定していくこ

とができそ うだ、と感 じている。この気持ちを忘れずに、もっとハングルを学び

今回お世話になった方々に逢いに行くことができればと思う。交流の うえで、伝

えたいとい うその気持ちと笑顔は何にも勝るものだと教えてくれた、海のむこう

の友人たちのもとへ、いつか再び。

 最後に、終始手厚 く私どもの面倒を見てくださったカ トリック大学校の学生さ

んを含むスタッフの皆様に、感謝 してやまない。同時に、この素晴らしい機会を

専攻外の私にも与えて くださった沖先生にも、感謝を申し上げたい。

2◎03職 團文イb確 で得たもの

儒弼穴掌人文学部3難 田圃愛葉(閣 本語教育学馨攻)

 2003年9月14日 か ら23日 までの10日 間、以前から交流のある韓国カ トリ

ック大学校 ・国際交流処が主催する韓国文化研修 に参加 させていただいた。数多
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くあるカ トリック大学校の姉妹校の中で、 日本の大学が招かれたのは今回が初め

てとい うことだった。そして、その日本の姉妹校の中から、わが信州大学を含む

計8校 の、教職員を含めた27名 が参加 した。 この文化研修で私が得たものにっ

いて、以下に述べたい。

 このプログラムの大きな目的は、その名の通 り、文化を学ぶとい うことだった。

10日 間の中には、講義、授業参観、歴史的建造物などの観光や見学、ディスカ ッ

ションなど、さまざまな文化を学ぶためのものが組み込まれていた。中でも一番

印象的だった、 とい うより、文化を学ばざるを得なかったのが、板門店見学だっ

た。板門店は、公称JSA、 北朝鮮 との軍事分界線から南 と北側に各2キ ロずつ分

割 した非武装地帯の中にある共同警備区域である。 日本でも、北朝鮮についての

ニュースがたくさん流れているし、その内容もさまざまである。それにより、北

朝鮮のこと、また韓国との分断のことに詳しくなっているような気でいたが、実

際は一歩引いたところで見ていて、自分とは関係のないこととして しか考えてい

なかったのだと気づかされた。板門店の中のあの静けさと緊張感、ぴ りぴ りとし

た空気に、事の重大さを身にしみて感 じたのだった。一っの同じ民族が敵対し望

遠鏡でお互いの様子を観察している。元々は両軍人がバラバラになって警備して

いたが、今では軍事分界線が引かれている。ただの国境ではない。国民や他国の

人々の分断ボケ とは一転、ここは世界で一番緊張している国境ではないかと思っ

た。

 板門店見学により、南北朝鮮の分断の実際を知ることができて、良い経験にな

ったと思 うと共に、私が事前に持っていた知識はあまりにも少なく、文化を学び

にいくものとして相応 しい態度ではなかったのではないかと反省 した。その他の

見学、訪問でも同じことが言えたと思う。

 他にも印象的なプログラムがあった。韓国語の講義である。受講者のレベルは

さまざまだったが、初級者のための授業を行なってくださったので、初級段階の

私にとってはありがたいものだった。教えてくださった郭先生は直接法で講義 し

てくださり、読み書きと基本的なあいさつ、さらには買い物や料理の注文という

ところまで進めてくださった。料理の注文は、講義 日が帰国の前日だったことや

外食の機会がなかったことから使用することがなかったが、買い物の表現におい

ては、購買や コンビニエンスス トアでの買い物です ぐ使える実用的なものだった。
一回二時間の授業をたった三日行なっただけだったが

、私はハングルを間違えず

に読めるようになった。講義目標の「韓国語の文字が読めるようにな り、韓国語で

物を買ったり料理の注文ができるようになる。」を、100%と まではいかないが、

達成できたと思 うし、受講者の韓国語 レベルを短期間でそこまで上げてくださっ

た郭先生の講義を魅力的だと感 じた。

 研 修中は、他の大学の学生やカ トリック大学校の学生との交流が絶えなかった。
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日本語教育学で訪れるときとは違い、ヘルパーとして一緒に寝泊 りしてくれた学

生や案内役になってくれた学生、ホームステイを受け入れてくれた学生のほとん

どが日本語を第二専攻としている学生かまったく日本語の知識のない学生だった。

ホームステイでは、私を受け入れてくれたご家族は、娘であるハン ・ヘ ヨンさん

をはじめ誰一人日本語が話せず、私 もあいさつ程度の簡単なものしか韓国語が話

せなかった。会話は、というと、私がヘヨンに英語で話し、それを彼女が韓国語

で家族に通訳、またその逆であった。さらに自由行動のときはヘヨンが気を利か

せて、日本語が話せる彼女の友達、スヒョンを連れてきてくれた。三人で買い物

をしているときはスヒョンの、家族 との会話のときはヘヨンの通訳に頼 り、二人

にかなりの負担をかけてしまったと思 う。私にもっと韓国語の知識があったら、

あと少 しでも話せたなら、より多くの、より深いコミュニケーションが図れたの

ではないかと思 うと、韓国を訪れる前にもう少 し韓国語の勉強をしてお くべきだ

った。

 今回の韓国文化研 彦は、私にとっては反省点や改善点の多い、また自分の考え

や態度を見つめなおすことのできた貴重な経験だった。文化や伝統についての知

識の少なさ、韓国語の知識の少なさ。韓国語については仕方のないことかもしれ

ないが、それでももう少し努力することができたのではないか。そ う思ったのに

は、 日本の他大学に韓国語の話せる学生がいたことにある。彼 らは大学以外で学

んでいたという。同じ大学生、影響を受けないわけはなかった。

 韓国の学生だけでなく日本の他大学 ・他専攻の学生と交流できるなどという機

会は今後もうないかもしれなく、とても貴重な経験だった。そんな交流を今回経

験でき、多くのことを学べて、また楽 しむこともできて本当に嬉 しく思う。今回

招待してくださった皆 さんをはじめ関わってくださったすべての皆さんに心より

感謝 したいと思 う。

韓團文化研隆を終えて

儒弼穴学人文単部3鐸 申鵬葉子(闘本羅教冑学馨攻)

 10月14日 から23日 の10日 間、私たちは韓国のカ トリック大学校 ・国際交流

所主催の韓国文化研修プログラムに参加させていただく機 会を得た。今回は、信

州大学からだけではなく、日本国内の七つの大学から来た学生や教職員の方々と

ともに韓国での10日 間を過ごした。以下、今回の研修プログラムで得たこと、

考えたことを述べていきたい。

 今回は、カ トリック大学校 ・国際交流所の方々に組んでいただいたプログラム

に沿って、さまざまな韓国国内の施設に訪れたり、伝統芸能を鑑賞 した り、また

ホームステイやカ トリック大の学生との交流や討論を通して、まさに「文化研修」
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の名にふさわしい時間をすごせたように思 う。以下、いくつか具体的に述べてい

こうと思う。

 私が最も考えさせ られる点が多かったと振 り返るのは、板門店を見学 したとき

のことである。 これまで、日本のニュースでマスコミが報道する北朝鮮に関する

ニュースは、まさに他人事のように闘き流 していたことをとてっもなく実感する

ことになったからである。その証拠に、実際に板門店に入ったときには、違 う世

界に来たような気持ちになり、とても緊張した。おそらく、実際に北朝鮮を間近

にしたことがない人は、誰もが以前の私と同 じような心境であるとおもう。いく

ら話しに聞いても、その緊張感を実感できる距離に行かなければ、やはりそれは

「聞いた話」でしかないのだと思 う。今回板門店を見学 したことで、やは り韓国

と北朝鮮は停戦状態の下にあり、もともと同じ民族が住んでいたところが 「分断」

されているとい う状態に変わりはない、とい うことを初めて実感 した。私たちの

今回の韓国訪問で友達の輪が確実に作ることができた、と実感できる裏側に、実

際は解決していない問題 も、同じアジアでかかわりを持つ機会も多いであろう友

人たちが抱えているとい うことを、改めて考えさせられた。

 次に、韓国語と、韓国の社会 ・歴史 ・家族についての授業にっいて述べておき

たい。今回のプログラムでは、韓国語の授業を計三回受けさせていただいた。私

は、大学一年生のときに韓国語を選沢して多少勉強したことはあったが、母音 ・

子音が読めて挨拶が幾つか言える程度で、ほぼ初級者だった。 しか しながら、わ

ずか一回二時間の授業を三回受けただけで、なんだか韓国語が少 しできるように

なったような気分になったのは、不思議だった。母音の発音から始まって、幾つ

かの単語や、数の数え方、簡単な会話(食堂や、ショッピングの場面など)まで到

達させることができた郭龍珠先生の技術は、イメージとしていつまでも覚えてい

たいと思った。本当に情熱を持って教えていただけたのを実感できたからこそ私

たちも自然と身が入 り、したがって身につきやすかったという結果になったので

はないだろうか。先生がどれほど一生懸命やってくださったかは、授業の最後で

先生が涙を流 されたことからも強く伝わってきた。先生の技術が素晴らしかった

のはもちろん、生徒を引き付ける明るい雰囲気 と姿勢は、とても勉強になった。

韓国語以外の授業でも、貴重なお話を聞くことができた。韓国国内が分断状態に

慣れて 「分断ボケ」のようになっているのではないか、ということや、韓国の独

立運動、分断状態に至るまでの歴史、自由化社会に至る経緯にっいてなど、日本

の学校で学ぶ社会の授業などでは詳 しく知ることのできないお話を聞くことがで

きた。

 最後に、今回一緒に時間を過ごしたたくさんの人たちとの交流について述べて

おきたい。今回のプログラムでは、日本の各地から来た多様な分野を専攻する学

生と教職員の方々、それにカ トリック大の学生と寝食を共にし、また国際交流所
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のスタッフの方々にはつきっきりで面倒を見ていただいた。私は、その日の日程

など大事なアナ ウンスメン トを英語で受けるのもおそらく初めての経験だったし、

同時に日本語の能力がまだ低い韓国人の学生と、意思を何とか疎通 させるために

英語を用いる、とい うのも貴重な体験だった。やはり異なる言語を母語とする者

同士が意思疎通を図るときに選択するのは英語なのか、と身をもって体験 した。

またそ うでなくても、 日本語で一度伝えても伝わりきらなかった場合に、平易に

言い直すことを試みる、というのも、 日本にいるときにはできなかった経験であ

り、貴重であった。このようなコミュニケーションの場に身をおくことができた

のは、本当にいい経験になったと思 う。また、このように完全に言葉が通じ合わ

ない者同士であっても、交流し、仲を深めることができるということも体験でき

た。

 今回のプログラムでは、ここに書いたこと以外にも、多くの場所を訪れ、多く

の人に出会い、たくさんの貴重な体験をした。このような機会に恵まれたこと、

またこのプログラムの成功のために多くのスタッフや先生方が尽力 してくださっ

たことに感謝 したい。今回の経験を今後生かせるように、また次にこのような機

会に恵まれたら、今回友達になった人たちと再会するためにも、ぜひまた参加 し

たいと思う。

r韓團文化研鰹」に夢加 して

信弼大掌人文学部3年 佐藤智佳季(團 本語教育韓 攻)

 去る9月14日 から23日 までの10日 間、私は韓国のカ トリック大学校での「韓

国文化研修」に参加 した。 日本からは、北は北海道、南は京都の大学から学年も

学部も違 う23人 が参加 し、韓国の言語や生活、歴史を学んだ。教室だけではな

く、板門店や国立中央博物館など実際にその場所へ行き、自分の目で見、感 じ、

色々な体験ができた。そして何よりこの10日 間は、 日本についてそ して韓国に

っいて今まで以上に考えさせられたと思 う。

 韓国へ着いた当初、 日本人と韓国の人との顔のつくりや肌の色が似ているため

外国であるとい う実感がほとんどわかなかった。バスに乗 り、車線 の違いや街に

あふれるたくさんのハングルを見たときにはじめてここが韓国とい うことが実感

できたのを覚えている。

 私 自身はじめての海外とい うことで、はじめから緊張の連続だった。また、日

本の学生だけではなく、国も文化も言葉も違 うカ トリック大学校の学生と10日

間もの間、生活をともにすることが不安でもあった。私は、韓国は隣の国という

意識 しかなかったため、韓国語がまったく分からなく、韓国のことについてほと

んど何 も知らなかった。そのため、はじめは戸惑ってばか りだった。 しかし、日
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が経ち言葉を交わしていくにつれ、次第に打ち解けていった。国が違 うため考え

方も違 うわけではなく、言葉や文化の違いはあるが、日本の同じ年代の人とあま

り変わらないとい うことを実感 した。また、互いの国のことに対 して興味を持っ

ていたため、早く打ち解けられたのだとも思 う。

 今回のプログラムでは様々なところへ行 く機会があった。中でも一番印象に残

っているのは、4日 目に行った板門店である。板門店は韓国や中国などの北朝鮮

との国境がある国の人は、亡命などの様々な危険性があるため、めったに来られ

ないという。非武装地帯であり、何の自由も許 されていなく、いつ発砲がおきて

もおかしくない状況にあり、観光気分が一気に吹き飛び、緊張に変わった。銃を

持ち、まっす ぐ先の軍事境界線を見つめたまま、蝋人形のように静止 して警備す

る兵士。テ レビでよく目にすることのある青し壁 の会議当 今までは映像だけの

世界だったが、確かに緊迫 した状況がそこにあった。ガイ ドさんの 「北朝鮮と韓

国は今も休戦状態にある。そんな事実を忘れ、今では戦争ボケになっているので

はないか。」とい う話がとても印象的だった。日本ではよく平和ボケとい う言葉は

耳にするが、さすがに戦争ボケは聞いたことはなかった。普通に生活 している中

にも常に戦争 と隣り合わせであり、いっ戦争が始まってもおかしくなく、想像で

きないくらい恐ろしい。このような状況の中で韓国の人たちは生活 しているので

ある。この戦争ボケという言葉を聞いて、今まで私が韓国に対 して持っていた印

象はまったく違 うものとなったと思う。北朝鮮と韓国の境界線である共同警備区

域は、すべてが微妙な中で進んでいく世界であった。そして、北朝鮮と韓国の深

く難 しい関係を今一度、私たちに考えさせたように思った。ここで感 じた空気は、

10日 間滞在した中で最も緊迫 し、それまでとはまったく違 う世界だった。日本で

は決 して感 じることができず、想像 さえもできない現状がそこにはあった。

 プログラムの中には、韓国語の講義も含まれていた。韓国語がまったく分から

ない私は、不安を感 じなが ら臨んだ。韓国語の先生は、日本語が話せないため、

韓国語を中心に、それに少 し英語を混ぜた直接法で授業は進められた。先生の明

るいキャラクターもあり、授業はとても楽 しかった。また、日本人の学生のレベ

ルの高さに驚き、刺激され、語学力の必要性を感 じられずにはいられなかった。

私は日本語 しか話せなかったため、韓国語や英語を話している人を見ると、焦り

を感 じた。そのため、韓国に来たからには、少 しでも多くの言葉を覚えて、 日本

でもう一度勉強したいと思った。

 今回のプログラムを通 して、韓国の文化だけでなく言葉にも触れることができ、

今の韓国の現状をほんの少 しであるが見ることができたと思う。少 しL残 りなの

は、ほとんどのコミュニケーションが 日本語だったということである。もう少し

韓国語を勉強してから韓国に行くべきであったと思った。しか し、日本語だけで

のコミュニケーションの中でも得ることはあったと思 う。たとえば、日本語の通
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じない環境で、身振 り手振 りで日本語を話す ことは自分自身にも勉強になった。

また、日本ではほとんど意識 しないで言葉を使っていたが、日本語を勉強してい

る学生と話すときには、ゆっくりと分かりやすい日本語をつかい発音もはっきり

するように心がけていた。いままでほとんど無意識の中で使っていた 日本語が、

意識 して使っている状況であることを実感できたと思 う。この俺験があったおか

げで、私の中では日本語の重要性がより大きくなったとともに、自分 自身の言語

や様々な知識不足がはっきりわかった。これからは、知識不足を補 うために日本

だけではなく、韓国やほかの国のことについても学び、吸収 していきたいと思 う。

 また、日本と韓国の学生による討論会を通 して、国と国との違いだけではなく、
一人の人として個人が何を思い

、将来をどのように考えているのかという意見交

換をし、たくさんの人の考えを聞くことができたことは、自分にとってもプラス

であり、自分の将来について考えさせられるよい時間になったと思 う。自分は何

をしたらいいのかなど、ほかの人の意見か ら色々なことが発見できたのではない

かとも思った。限られた時間だったため、もう少し長い時間をかけて話 し合いた

かったと思 う。

 「韓国文化研修」では、とても密度の濃い10日 間を過ごすことができた。ま

た、日本だけではなく、韓国にもかけがえのない友達ができたことを大変 うれし

く思う。ほかの人の意識の高さに刺激され、自分なりに悩み、考えることもあり、

自分を見つめなおすよい機 会になったと思 う。そ して、何よりも今まで以上に韓

国のことを考えるようになった。国と国とのつながりだけではなく、人 と人との

つながりの大切さを改めて実感できた10日 間になったと思 う。

 最後に、今回の 「韓国文化研修」で私たちを迎え入れ、お世話をしてくださっ

たカ トリック大学校のスタッフの皆さんや学生の皆さんに心から感謝をしていま

す。本当にありがとうございました。
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